
75 歳以上

65～74 歳

40～64 歳

35.8（％）35.8（％） 25.125.1 1616 23.123.1

44.244.2 28.6 14.314.3 12.912.9

47.1 29.729.7 13.413.4 9.89.8

こんな症状はありませんか？
薬が関係していることもあります。
気になる症状があるときは、医師や薬剤師に相談しましょう。

●年齢階級別にみた薬の種類数［院外処方（薬局調剤）］

出典：厚生労働省「令和7（2025）年社会医療診療行為別統計」図14をもとに作成
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ももたろう薬局
薬局長・管理薬剤師
柴田 忠佳　先生

飲み忘れや飲み残しなど、余っている薬がある

薬が飲みにくい、または使いにくいと感じることがある

薬を使用していて、ふらつき、眠気、便秘などの気になる体調の変化がある

複数の医療機関を受診していて、お薬手帳を医療機関ごとに使い分けている

複数の医療機関から薬を処方されていて、薬の重複や飲み合わせが気になる

使用している薬が、何のための薬なのか分からない

薬について分からないことや気になることがあるが、医師や薬剤師に相談していない

薬を安全に使用するために、普段から心掛けましょう

1～2種類　

3～4種類　 
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QQ
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出典：厚生労働省「高齢者の医薬品適正使用の指針（総論編）」
（2018年）図1をもとに作成
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高齢者では、薬の種類が多くなると薬物
有害事象が起こるリスクが高まり、6種類
以上の薬がその発生増加に関連したとの
報告もあります。ただし、治療に必要な場
合もあるため、薬の数だけで判断するの
ではなく、それぞれの薬の必要性や安全
性を確認することが大切です。

お薬を安全に使うためのチェック表

1つでも当てはまる場合や、薬について気になることがあれば、医師や薬剤師に相談しましょう。

InterviewInterview

●お薬手帳は 1冊にまとめましょう
　 1冊にまとめることで、使用している薬の情報や、薬の重複・飲み合わせを医師や薬剤師が
　 確認しやすくなります。

●使用している薬などの情報を伝えましょう
　 処方薬だけでなく、使用している市販薬やサプリメント、これまでに経験した副作用やアレ
　 ルギーについても、医師や薬剤師に伝えましょう。

●分からないことや気になることは相談しましょう
　 薬について分からないことや、薬を使用していて気になる体調の変化があれば、医師や薬剤
　 師に相談しましょう。

高齢になるほど、薬の種類が多くなる傾向があります。

薬の種類が多いと、薬物有害事象（※）が起こるリスクが高まることがあります。
※薬物有害事象：薬を使用した後にみられる好ましくない症状などのことで、薬が原因かどうか明らかでないものも含みます。

  

薬
が
多
い
と
、ど
の
よ
う
な
問

題
が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

薬
は
、単
に
数
が
多
い
と
い
う
だ

け
で
問
題
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。薬
の
数
が
多
い
こ
と
に
関
連

し
て
、薬
物
有
害
事
象
の
リ
ス
ク
が

高
ま
っ
た
り
、薬
の
飲
み
間
違
い
や

飲
み
忘
れ
な
ど
の
問
題
に
つ
な
が
っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
の

よ
う
な
状
態
を『
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ

シ
ー
』と
い
い
ま
す
。

治
療
の
た
め
に
複
数
の
薬
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
。大
切
な
こ
と

は
、薬
の
数
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と

で
は
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
薬
が
そ
の

人
の
治
療
に
必
要
で
あ
る
か
、安
全

に
使
用
で
き
て
い
る
か
を
確
認
す
る

こ
と
で
す
。

      

ど
の
よ
う
な
症
状
に
注
意
す
れ

ば
よ
い
で
す
か
？

特
に
高
齢
者
で
は
、複
数
の
薬
を

使
用
し
て
い
る
場
合
、薬
の
作
用
が

強
く
現
れ
た
り
、薬
同
士
が
影
響
し

合
っ
た
り
し
て
、め
ま
い
や
ふ
ら
つ

き
、眠
気
な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、薬
に
よ
っ
て

生
じ
た
症
状
が
新
た
な
病
気
の
症
状

と
考
え
ら
れ
、そ
の
症
状
に
対
し
て

別
の
薬
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
で
、さ

ら
に
薬
が
増
え
て
い
く『
処
方
カ
ス

ケ
ー
ド
』と
い
う
悪
循
環
が
起
こ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。体
調
に
変
化
が

あ
っ
た
と
き
は
、薬
が
関
係
し
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、医
師
や
薬

剤
師
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

     

薬
を
安
全
に
使
用
す
る
た
め

に
、普
段
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

気
を
つ
け
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

ま
ず
、自
分
が
使
用
し
て
い
る
薬

が
、何
の
た
め
の
薬
な
の
か
を
知
っ

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
し
て

い
る
場
合
は
、現
在
使
用
し
て
い
る

薬
に
つ
い
て
、医
師
や
薬
剤
師
に
伝

え
て
く
だ
さ
い
。そ
の
た
め
に
も
、お

薬
手
帳
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

市
販
薬
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
使
用

し
て
い
る
場
合
は
、そ
の
こ
と
も
医

師
や
薬
剤
師
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、薬
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い

こ
と
や
、薬
を
使
用
し
て
い
て
気
に

な
る
体
調
の
変
化
が
あ
っ
た
と
き

は
、薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。薬
剤
師
は
、薬
の
重
複
や
飲
み

合
わ
せ
を
確
認
し
、必
要
に
応
じ
て

処
方
し
た
医
師
と
連
携
し
て
対
応

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
こ
ん
な
こ
と
を
聞
い
て
も
い
い

の
か
な
」と
思
う
よ
う
な
こ
と
で

も
、気
軽
に
薬
剤
師
に
相
談
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

高齢期のお薬との

付き合い方
高齢高齢高齢高齢高齢高齢期期期 おお薬薬薬
付き合い方付き合い方付き合い方付き合い方付き合い方付き合い方付き合い方付き合い方付き合い方付き合い方

日本老年医学会
パンフレット▶

高齢になると、複数の病気を治療するために、使用する薬の種類が多くなることが
あります。浦添市のデータでは、薬を処方されている75歳以上の人のうち、6種類以
上の薬を60日以上処方されている人は24.8％で、約4人に1人※となっています。
　使用する薬の数が多い場合には、薬の重複や飲み合わせ、飲み間違いや飲み忘れ
などに注意する必要があります。一方、大切なのは、単に薬の数だけで問題の有無を
判断するのではなく、それぞれの薬がその人の治療に必要であるか、安全に使用で
きているかを確認することです。
※出典：多剤処方の状況　後期高齢KDB　令和8年度6月診療分

【問い合わせ】健康づくり課 健康対策係 ☎（875）2100
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